
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．食文化産業中核拠点創出事業 225百万円（前年度 ー ）

「食文化産業中核拠点」の創出のため、以下の取組を実施します。

① 誘客の観点でのフィージビリティ調査（地域の食材・食文化の魅力の発掘、取組
の経済的持続可能性の評価）を行います。

② 外食事業者や地方自治体の他、食関連産業、観光、伝統工芸、IT、デザイン、
金融等の分野横断的な事業者・人材が連携した体制づくりを行います。

③ 地域の食資源や食文化を自然科学・人文科学に基づき分析・検証し、データや
理論に基づくインバウンド誘客戦略を策定します。

④ 世界のトップシェフが参加する国際会議の誘致・開催など、食文化産業中核拠点
に係る国内外への情報発信を行います。

２．インバウンド地方誘客・食関連消費拡大促進事業 10百万円（前年度 ー ）
外国人旅行者の日本の食・食文化等への要望を満たすよう発信方法の見直しなど
地域の磨き上げを行います。また、JNTO等と連携し、日本産食材と地域の食文化、
歴史、景観などについて、一体的な情報発信を行います。
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＜対策のポイント＞
世界に向けて発信力を持つ食に特化した地域づくりのため、地域の食文化を生かしたインバウンド消費の拡大に資する「食文化産業中核拠点」の創出に向け

たフィージビリティ調査、戦略策定や国内外への情報発信等を行います。

＜事業目標＞
○ インバウンド需要の増大（訪日外国人旅行者数6,000万人、旅行消費額15兆円［令和12年まで］）
○ インバウンドによる食関連消費額の拡大（4.5兆円［令和12年まで］）

＜事業の流れ＞

国 民間団体等
委託

令和９年度予算概算要求額 235百万円（前年度 ー ）

1.食文化産業中核拠点の創出

2.インバウンド地方誘客・食関連消費拡大（SAVOR JAPAN）の促進
地域の食、農林水産業の魅力でインバウンド誘客、食関連消費拡大のための取組を実施

• 農山漁村に長期滞在する外国人旅行者の食等に関する要望に応じ
た地域の磨き上げ、一体的な情報発信
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［お問い合わせ先］ 大臣官房新事業・食品産業部外食・食文化課食文化室 （03-6744-2012）
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